
 

2020 年 11 月 12 日 
大森建設株式会社  
秋 田 県  
東北電力株式会社  

 

大森建設にて再生可能エネルギーの地産地消を実現！ 

～ 「あきたＥネ！オプション水力 100％」による供給を開始 ～ 
 

大森建設株式会社（代表取締役：大森 三四郎、以下「大森建設」）は、秋田県（知

事：佐竹 敬久）および東北電力株式会社（取締役社長 社長執行役員：樋口 康二郎、

以下「東北電力」）が共同で提供する「あきたＥネ！オプション水力 100％」への加

入を通じて、２０２０年１１月１日より、地元秋田のＣＯ２排出量ゼロの電気の使用

を開始いたしました※。 

「あきたＥネ！オプション水力 100％」は、秋田県内において、CO2 排出削減に

取り組む企業等に向けて、ＣＯ2 を排出しない秋田県の県営水力発電所の電気を供給

することで、再生可能エネルギーの地産地消に繋げる取り組みであり、秋田県内に 

本社を置く企業としては大森建設が加入第一号となります。 

大森建設は、「郷土を愛し、地域に尽くす」をスローガンとし、常に地域課題と   

向き合い、地域のニーズに合わせて、運送・製造・環境・福祉・食品と様々な分野で

事業を展開しています。また、郷土秋田の環境に配慮しながら秋田の豊かな自然エネ

ルギーを生かす、風力発電事業をけん引する企業であります。本取り組みはその一環

として、地元秋田の水力 100％の電気により、大森建設で使用する電気のＣＯ2  

排出量をゼロにするものです。 

秋田県および東北電力は、「あきたＥネ！オプション水力 100％」の提供を通じ

て、秋田県内で事業を営む企業等に対し、再生可能エネルギーの電気を供給すること

により、企業価値の向上等による県内企業の発展に貢献できればと考えております。 

※ 大森建設が所有し、同社の秋田支社が所在するテナントビル（秋田市中通 2 丁目 1-36 マグナスビル） 
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【お問い合わせ先】 

大森建設株式会社 本社総務部  ℡(代)0185(54)3358 

秋田県 産業労働部公営企業課   ℡(代)018(860)5012 

東北電力株式会社 秋田支店企画管理部門（総務広報） ℡(代)018(848)5312 



 

（別紙１） 

「あきたＥネ！オプション水力 100％」の概要について 

 

「あきたＥネ！オプション水力 100％」は、秋田県内で、CO2 排出削減に

取り組む企業等に向けて、ＣＯ2 を排出しない地元秋田の県営水力発電所の

電気を供給するメニューです。 

 

 

＜スキームイメージ＞ 

 

■ 「あきたＥネ！オプション水力 100％」の特徴 

 電気の使用に伴うＣＯ２排出量ゼロを実現し、「地球温暖化対策の推進に関

する法律（温対法）」の報告等にも活用いただけます。 

 秋田県内の企業等のお客さまを対象とした地産地消の電気料金プランであ

り、秋田県産の水力発電のご利用をＰＲいただけます。 

 

以 上 

  



 

（別紙２） 

大森建設について 

～ 郷土を愛し、地域に尽くす ～ 

大森建設は、昭和 21 年に初代大森福治が秋田県山本郡八峰町にて創業して  

以来、建設業を中心に運送業、製造業、環境事業、介護サービス業、飲食業と   

地域のニーズに合わせて事業を展開しています。常に念頭にあるのは「世の中に

とって必要な仕事かどうか」「世の中の役に立つ仕事かどうか」。それを中心に据

え、社員一丸となり一生懸命取り組んでいます。 

大森建設の原点は社訓第一条にある「常に礼儀を重んじ、礼を尽くす」というこ

とです。そしてそれは、親孝行に原点があります。親を思う気持ちは地域を愛する

気持ちに繋がります。それが礎になり、地域を大切にし、経済的にも発展させたい

という思いに繋がっています。 

近年では、東京一局集中が問題となり、地方は人口が減少し、疲弊しています。

そのような状況を打破しなければ地方の発展はありません。八峰町は人口 1 万人

未満の町。また秋田県全体を見ても、人口減少の著しい地域です。そのような  

人口減少地域において地域の利を生かした地方創生、地域活性化を考え、仕事を

創っていくことは、日本の未来につながると確信しております。必要とされるも

のがあれば伸ばしていきたい。大森建設は、これからも地域を生かした職の創生

に注力し、地域の発展に貢献したいと考えています。 

建物を設計し、建築することは、常に新しい建物を作り出すだけではありませ

ん。人と人、人と自然が調和し、整っていくようなまちづくり。地域の未来を   

内包し、そこから新たな芽が育ってくる。そんなまちづくりに貢献したい。大森建

設は、これからも「郷土を愛し、地域に尽くす」をスローガンに、地域課題の先を

見据え、社員一丸となって知恵を絞り、行動し、地域と共に発展していきます。 

 



 

～ もっと豊かな秋田へ。もっと豊かな日本へ。 ～ 

能代は、昔から風の強い地域であり、風は過去に 2 度の大火をもたらすなど、

地域の悩みの種でした。この風をクリーンエネルギーに変え、地域や地球温暖化

防止に貢献できないか。ビジネスとしても新境地を開けないか。大森建設では、平

成 24 年に風力発電事業に参入し、1７基の風力建設に着手を致しました。また、

自治体と地元企業 10 社からなる特別目的会社を設立し、能代港からドイツ製の

巨大な風車を搬送、建設施工するなど、グループ一丸となって取り組んだ結果と

し、日本でも最大級の蓄電池付風力発電が誕生し、平成 28 年 12 月から運転開

始しています。資金の一部は市民ファンドに依るなど、市民の皆さんの大きな協

力と熱い期待を背負ってのスタートとなりました。日頃から地域と共に歩んでき

た大森建設。郷土愛は、不可能を可能にし、地域の可能性を広げていきます。 

大森建設の取り組みは、地域に必要とされる使命感とともに広がりを見せ、自

らが成長することで、人と地域が潤い、豊かな循環が生まれました。大森建設は、

自然と共生し、秋田から豊かな日本を発信したいと考えています。 

 

 

＜会社概要＞ 

会社名 大森建設株式会社 

代表者 代表取締役 大森三四郎 

本社所在地 秋田県能代市河戸川字北西山 48-1 

創設年月日 昭和 21 年 10 月 1 日 

大森福治により、山本郡八森町に建設請負業「大森組」操業開始 

設立年月日 昭和 35 年 12 月 28 日 

大森建設株式会社と組織を改める 

 

以 上 


